
これからはスマートハウスの時代！これからはスマートハウスの時代！
太陽光＋蓄電でお得で安心、エコなライフスタイルを太陽光＋蓄電でお得で安心、エコなライフスタイルを

補助金申請には蓄電ハイブリッドシステムのパッケージ型番でのご購入が必要となります。 ＊詳しくは販売元へお問い合わせください。

補助金申請について

蓄電ハイブリッドシステムパッケージには以下の製品が含まれます。パッケージは2種類あります。

▼ 2種類のパッケージ

蓄電ハイブリッドシステムパッケージについて

太陽光で「電気をつくり」、蓄電池に「貯めて」、必要な時に「かしこく使う」太陽光で「電気をつくり」、蓄電池に「貯めて」、必要な時に「かしこく使う」

田淵電機の
蓄電ハイブリッドシステム

アイビス
EIBSEneTelus Intelligent 

Battery System

蓄電池対応
ハイブリッドパワーコンディショナ

接続箱機能内蔵のオールインワン設計。
屋外仕様で運転音も気になりません。

階段下やクローゼットの中など大容量でもコンパクト。
キャスターが付いているので設置も簡単です。

蓄電池ユニット

あんしんの保証 ほかにも先進的な機能があります

省スペースで設置がかんたん！

屋外
設置仕様

屋内
設置仕様屋外に設置するので家の中で邪魔になりません。

蓄電池は室温環境下で使用することで
長時間性能を維持できます。

本
体
部
分

架
台
部
分

パワーコンディショナ
+専用架台 蓄電池ユニット

カラー液晶リモコン

▼出力制御にも対応

※Home Energy Management System
　（ホームエネルギーマネジメントシステム）の略称

※1 施工説明書および取扱説明書に従い設置・使用した場合における仕様書に
　　記載の製品機能
※2 蓄電可能容量（初期の60％）が保証の対象です。
※3 オプションとなります。

＊詳しくは販売元へお問い合わせください。 太陽光発電の出力制御時でも抑制相当分を蓄電できるので、
発電電力を無駄にしません。

▼製品機能※1と蓄電容量※2を10年間保証※3

〈パッケージ内容〉

対象：パワーコンディショナ、架台、蓄電池ユニット

▼ HEMS※規格
  「ECHONET Lite」に
  対応

10年9年1年 HEMSシステム

標準保証 延長保証

停電を検出すると自動的に自立運転を開始し、復電すると自動的に
連系運転に戻ることができます。系統電力と自立出力を自動選択する
回路も付属し、より便利にシステムをご利用いただけます。

1. 自動ON/OFF仕様 （パッケージ型番：EKH1A）

停電時・復電時にはリモコン操作で自立出力をON/OFF操作できます。
2. 手動ON/OFF仕様 （パッケージ型番：EKH1B）

専用ケーブルキット

田淵電機株式会社

EIBS_C.2016.04.SK-2

は田淵電機のエネルギー事業ブランドです 記載内容・製品仕様は、予告なく変更する場合があります。

本　　社 〒532-0003 大阪市淀川区宮原3-4-30 ニッセイ新大阪ビル
　　　　　TEL. 06-4807-3520　FAX. 06-4807-3521
東京支社 〒101-0054 東京都千代田区神田錦町3-18-3 錦三ビル
　　　　　TEL. 03-5259-6250　FAX. 03-5259-6251
http://www.zbr.co.jp   http://www.enetelus.jp

補助金＊対象製品
＊ 平成27年度補正予算
  住宅省エネリノベーション促進事業費補助金
 平成28年度 
  住宅・ビルの革新的省エネルギー技術導入促進
  事業費補助金（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス支援事業）



ノーマルモード

節エネモード

蓄電モード無駄をカット！
電気を賢く使えてお得 もしもの時に電気があるって、安心！

無理せずムダのないライフスタイルを

※時間帯別料金プランの契約が必要です。

割安な深夜の電力を
しっかり充電

割安な深夜の電力を
しっかり充電

電気料金の割高な
時間帯につかう
電気料金の割高な
時間帯につかう

発電して
余った電気を売る

蓄電池ユニット

ためた電気を
つかう

発電した電気をつかう

0時 7時 23時

やや割高やや割高 割 高割 安 割安電気料金が

2.0kWを
超えた分は
電気を買う

電力消費量

太陽光発電量

電気を
買う電気を買う

ノーマルモード

節エネモード

蓄電モード

支 

出

収 

入
トータル収支比較

※上記は、以下の条件での当社試算です。実際の経済効果を保証するものではありません。

［算出条件］・消費電力量は、資源エネルギー庁によるデータ「家庭の用途別エネルギー消費の推移」から一日あたりの平均値として算出
・電気料金は2015年9月時点の関西電力の料金プラン「従量電灯A（未導入時）」「時間帯別電灯(導入後)」の単価を使用
・太陽光発電システムは、大阪の一般的な戸建て住宅への、太陽光パネル容量6.5kW相当、パワーコンディショナ容量5.5kWのシステム設置を想定
・2015年における出力制御対象外エリアに新規設置を想定（太陽光余剰売電価格は33円）

電気代金収支比較（ノーマルモード使用）

■電気代の年間収支比較（ノーマルモード使用）

万一の停電にも！

快適エコライフ

大容量の蓄電
だから安心

「見える化」でエネルギーを管理

一般的な容量5kWh前後・出力1.5kW（+太陽光発電）の
蓄電池で同じく3日間使用する場合は…

ちなみに

食 住

24時間/日 13時間/日 7時間/日 1回/日

情報
冷蔵庫

1台

LED照明

2台

液晶TV

1台

スマホ充電

2台

太陽電池からの電力供給で
さらに継続使用が可能！
非常時も電力の自給自足ができます。

停電が
長く続くときでも…

□ 普段と同じような生活ができる
□ ニュースなどの情報が入手できる
□ 通信・連絡手段が途切れない

晴天なら…

分電盤

バックアップ用
分電盤

パワーコンディショナ 蓄電池ユニット

停電時は遮断

一般の各回路に接続した機器

バックアップ用分電盤に接続した機器

停電時の使用不可

夜間

日中

停電時にも使用可

エコな暮らしを
実現

※UPS（無停電電源）機能はありません。
　運転切替の前後には停電が発生し、
　10秒程度で切り替わります。

0時 12時 24時0時 12時 24時

発電電力を優先的に使って
余った電力はしっかり充電

蓄電池ユニット

ためた電気を
MAX2.0kWまで
つかう

日中にためた電気を
日没後につかう

発電した電気をつかう

▼蓄電ハイブリッドシステム導入前の電力購入パターン

▼蓄電ハイブリッドシステム導入後の電力購入パターン

消費電力の全てを電力会社から購入

発電した電気を最大限に活用して
電力自給率を向上！

電力消費量

太陽光発電量

電力消費量

最 大
2.0kW

最 大
1.5kW

発電して
余った電気を
売る

MAX1.5kW
まで充電

万一停電になったときでも、普段
の生活がおくれると安心ですね。
田淵電機の蓄電ハイブリッド
システムなら、数日間電気を使い
続けられます。

食 住 情報

ノートPCポット 炊飯器 エアコン 扇風機

1台1台1台1台1台

冷蔵庫 LED照明 液晶TV スマホ充電

2台1台 1台 2台

24時間/日 13時間/日 7時間/日 1回/日

5時間/日3回/日 2時間/日 4時間/日 13時間/日 1回/日

エアコン等の出力の大きな冷暖房機器や炊飯器等の調理器具など
これらの機器が3日間使用可能

スマホ充電

2台

「節エネモード」なら、太陽光
発電から得られたクリーンな
エネルギーを、できるだけ
家庭内で活用するので、
電力自給率を大幅に向上
させることができます。

太陽光プラス蓄電池の相乗効果で、無理せず、
無駄なく効率的に電気を自給自足を目指す
ライフスタイル。 それには電気の蓄電状況、
消費状況の「見える化」がキーポイントです。 
田淵電機の蓄電ハイブリッドシステムなら
リモコンモニターで利用状況が確認できます。 
さらに遠隔監視サービスに加入※すれば、
スマホで外出先からも確認でき管理もバッチリ。

蓄電ハイブリッドシステムは

ダブル発電にならないため、

蓄電池付きでも余剰売電価格

が下がりません。

買電支出

売電収入

収　支

太陽光・蓄電池未導入
太陽光・蓄電池未導入 蓄電ハイブリッドシステム導入後

蓄電
ハイブリッド
システム
導入後

最 大
1.5kW

最 大
2.0kW

大容量9.89kWh・出力2kW（+太陽光発電）の蓄電池なら…※1例

例

※1 蓄電容量は公称値です。　※2 ・バックアップ用分電盤に接続した機器やコンセントのみ使用可能です。 ・100V専用の機器を最大2000VAまで使用できます。（上記例の機器は
すべて同時に使用できるものではありません。） ・消費電力の大きな機器は太陽光発電中の昼間に使用することを前提としています。 ・モーターで作動する機器や運転開始時に大きな電流
が流れる機器は使用できない場合があります。 ・蓄電池を太陽光発電（5.5kW）と組み合わせた場合の当社シミュレーションによる一例です。

※2

夜の割安な電気を
昼に使ってお得

普段から経済的な生活をしたいなら、「ノーマルモード」運転におまかせ。 料金の安い深夜の
電力を貯めておき、「太陽光発電による売電」と「蓄電池からの放電」とで割高な電気を買わない
よう賢く運転します。 電気代の無駄を許さない賢いエネルギーマネジメントシステム、それが
田淵電機の蓄電ハイブリッドシステムです。

田淵電機の蓄電ハイブリッドシステムの

なら常に蓄電池を満充電に保てます

断然！

経済的

電気の
自給自足

安 心

田淵電機の蓄電ハイブリッドシステムには3つの運転モードがあり、
目的やライフスタイルによって最適な運用を行うことができます。

暮らしに合わせて選べる3つのモード

1日あたり 年間トータル

約344円 約125,560円

約109円 約39,785円
235円削減 85,775円削減

約350円 約127,750円

約241円 約87,965円

約585円削減 約213,525円削減

213,525円213,525円
削減削減

125,560円125,560円
合計合計

87,965円87,965円
収支合計収支合計

突然でも自動切替だから安心
システム設置時にバック
アップ用分電盤に回路を
分けて配線することにより、
停電後は自動で自立運転
に切り替わり、あらかじめ
設定された機器へ自動的
に電気が供給されます。
停電から復旧した場合も
自動で通常運転に切り
替わるため、手動での操作
は不要です。

※別途お申込みが必要です。

蓄電池対応ハイブリッド
パワーコンディショナ

蓄電池ユニット

カラー液晶
リモコン


